
１ あいさつ
2 委員の委嘱
3 会長の選出
4 諮問書の手交
5 報告事項
（１）部活動地域移行の概要
（２）米原市の部活動の現状と課題
（３）伊吹山中学区実証事業の現状と課題
（４）米原市における部活動の地域移行の

課題と今後のスケジュール

6 協議事項
・地域移行のアンケートについて

令和６年８月26日 米原市教育委員会

第１回 米原市部活動地域移行検討委員会
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05 報告事項 （１）部活動地域移行の概要

部活動の地域移行の背景

〇少子化及びニーズの多様化
・学校単位での部活動の維持ができない。
・学校によって、選べる競技や活動の数が異なる。

〇文化、スポーツ活動を支える人材の確保と育成
・少子高齢化による支える人材（指導者）の減少。
・未経験の教員による部活動の常態化。

将来的に子どもたちのスポーツ、文化活動に取り組む
環境が 損なわれることが心配される。
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05 報告事項 （１）部活動地域移行の概要

部活動地域移行について国の動向

学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン（令和４年12月）

〇 令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間と位置づける。地域の実
情に応じて可能な限り早期の実現を目指すことが示された。

〇 まずは、休日の学校部活動の段階的な地域連携・地域移行を進める。平日の環境
整備はできるところから取り組むことが示された。

〇 地域への移行体制を整備することが困難な場合は、当面、学校部活動の地域連携
として、必要に応じて拠点校方式や合同部活動、部活動指導員等により子どもた
ちの活動の機会を確保することが示された。
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05 報告事項 （１）部活動地域移行の概要

部活動地域移行について国の動向

地域移行従来の活動 地域連携

学校教育の一環として、学校管理下でおこなわれる活動

地域指導者
（部活動指導員）

拠点校

関係校 関係校

運営主体：学校

教職員

学校（拠点校）

運営主体：学校

単独校

学校

教職員 部活動指導員

学校教育の一環として、学校管理下でおこなわれる活動

関係校 関係校

運営主体：地域団体

地域指導者

地域団体

社会教育の一環として捉えることができ、学校が指
導や運営に関わらない学校管理外で行われる活動

地域施設（学校施設）

教職員も地域
指導者として
参加可能

当面の間は、地域の実情に応じて、従来の活動から地
域連携と地域移行を併存して活動を進める。
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05 報告事項 （２）米原市の部活動の現状と課題

米原市の部活動の現状と課題

〇令和６年度は、運動部に６７％ 文化部に２０％の生徒が所属をしている。

〇各学校とも盛んに部活動に取り組んでいる。
＊柏原中学校のダンス部の創設

〇団体競技を中心に十分な人数を確保できず、
活動に苦慮している。

運動部

67%

文化部

20%

未加入者

13%

R6部活動加入者

運動部 文化部 未加入者

学校間で設置されている部活動数に大きな
差があり、子どもたちの活動環境に大きな
差が生じている。
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05 報告事項 （２）米原市の部活動の現状と課題

学校ごとの部活動の設置状況と部員数

陸上競技 野球

バレー
ボール
（男子）

バレー
ボール
（女子）

バスケッ
トボール
（男子）

バスケッ
トボール
（女子）

テニス
卓球
（男子）

卓球
（女子）

サッ
カー

ホッ
ケー
（男子）

ホッ
ケー
（女子）

ダンス 吹奏楽 科学 美術 創作 未加入者 部設置数 全校生徒数

柏原中学校

〇 〇 〇 〇 〇
5 46

10 10 7 3 16 0

大東中学校

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
9 240

32 26 28 11 32 20 26 18 14 33

伊吹山中学校

〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 148

10 22 21 26 17 27 25

米原中学校

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
７ 208

44 17 20 23 23 30 28 23

河南中学校

〇 〇 〇 〇
４ 66

22 14 8 0 22

双葉中学校

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
10 317

56 11 28 24 29 19 29 28 30 31 32

計 164 38 28 70 28 11 98 51 77 77 26 17 3 84 49 69 0 135 1,025

運動部 文化部 未加入者

６８８人 ２０２人 135人

6

資料３



05 報告事項（２）米原市の部活動の現状と課題

部活動指導員の配置について

〇 令和６年度は、市内５中学校９部活に１４名の部活動指導員を配置。
（国の補助事業を活用 会計年度職員）

学校名 配置部活動

柏原中学校 卓球 吹奏楽 ダンス（５名）

大東中学校 バスケットボール（２名）

伊吹山中学校 卓球 野球

米原中学校 サッカー 野球

双葉中学校 美術（科学）

部活動指導員を配置し、地域連携を進めている。
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05 報告事項 （３）伊吹山中学区実証事業の現状と課題

伊吹山中学区実証事業の体制について

○R3-4年度のモデル事業に引き続き、R5年度から
（公財）伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業
団に国の実証事業という形で業務を委託し、男女
ホッケー部、男女卓球部の休日の部活動を運営。

〇R５年度 参加生徒数 ※いずれも延べ人数
ホッケー 858人（男子463人 女子395人）
卓球 690人（男子282人 女子408人）

〇R５年度 指導者 ※実人数
ホッケー ３人
卓球 ８人
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05 報告事項 （３）伊吹山中学区実証事業の現状と課題

伊吹山中学区実証事業体制
（公財）伊吹山山麓まいばらスポーツ文化振興事業団

競技団体地
域
指
導
者

＊卓球、ホッケー団体

＊指導者の確保
＊指導者との連携、調整

＊連絡・調整（学校、地域指導者、保護者、生徒）
＊地域指導者の確保
＊指導料の支払い
＊練習会場の確保
＊事業費の管理
＊保険加入の手続き
＊学校との連携

運
営
主
体

連携
連絡

＊卓球部（男女）

＊ホッケー部（男女）

活
動
主
体

地域部活動

指導者派遣

連携
連絡

参加

連携
連絡

伊吹山中学校

生徒

顧問保護者

連絡

米原市教育員会
委託

連携・連絡・調整

＊実証事業の申請および取りまとめ
＊国、県との連絡調整
＊部活動のあり方（方針）の検討
＊チーム会議の調整、実施

連携・連絡・調整
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05 報告事項 （３）伊吹山中学区実証事業の現状と課題

伊吹山中学区 成果と課題について

成果
〇（公財）伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団による運
営のため、地域部活動をスムーズにコーディネートできた。

〇子どもたちが地域の指導者から、より専門的な指導を
受けられる。

〇教員の指導力の向上や負担の軽減
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05 報告事項 （３）伊吹山中学区実証事業の現状と課題

伊吹山中学区 成果と課題について

課題
〇運営主体の事務作業の負担が大きい

〇責任主体の明確化（活動中の事故や生徒間トラブルなど）

〇学校とのより綿密な連携体制の構築
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05 報告事項 （４）米原市における部活動の地域移行の課題と今後のスケジュール

米原市における地域移行の課題について

課題

〇地域移行の受け皿としての、地域団体や地域指導者の確
保と連携体制の構築

〇生徒、保護者への理解促進について
→費用や送迎面での負担
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05 報告事項 （４）米原市における部活動の地域移行の課題と今後のスケジュール

地域移行のスケジュールについて

R6 R7 R8
第
１
回
検
討
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

第
２
回
検
討
委
員
会

第
３
回
検
討
委
員
会

第
４
回
検
討
委
員
会

第
５
回
検
討
委
員
会

８月 ９月 11月 1月 2月 ３月

国の改革推進期間（R5～R７）

基
本
方
針
の
完
成

地
域
移
行
の
周
知
活
動

地
域
団
体
等
の
調
整
な
ど

段
階
的
に
休
日
の
地
域
連
携
・
地
域
移
行
ス
タ
ー
ト

R３～ 伊吹山中学区実証事業
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